
 

お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 

 

ルネサスエレクトロニクス ホームページ（http://www.renesas.com） 
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製品分類 MPU&MCU 発行番号 TN-R8C-A002B/J Rev. 第 2 版 

題

名 

R8C/L35A グループ, R8C/L36A グループ, R8C/L38A グループ, 

R8C/L3AA グループ, R8C/L35B グループ, R8C/L36B グループ, 

R8C/L38B グループ, R8C/L3AB グループ 仕様変更について 

情報分類 技術情報 

対象ロット等適

用

製

品 

R8C/L35A グループ, R8C/L35B グループ 
R8C/L36A グループ, R8C/L36B グループ 
R8C/L38A グループ, R8C/L38B グループ 
R8C/L3AA グループ, R8C/L3AB グループ －－ 

関連資料  本文に記載

 
 

第２版で 1-1.項(8)の項目名変更、および 2-8 項を修正しました。 

 

1．概要 

  R8C/L35A グループ, R8C/L36A グループ, R8C/L38A グループ, R8C/L3AA グループ, R8C/L35B グループ, R8C/L36B グルー

プ, R8C/L38B グループ, R8C/L3AB グループにおいて、データシートおよびハードウェアマニュアルに記載の内容から 

仕様を一部変更します。 

 1-1．仕様変更項目 

  (1) 高速オンチップオシレータ機能の削除 

  (2) フラッシュメモリのサスペンド機能に関する仕様変更 

  (3) フラッシュメモリのサスペンド機能の電気的特性の変更 

  (4) タイマ RG に関する仕様変更 

  (5) LCD ポート機能に関する仕様変更 

  (6) 電圧監視 0リセット、パワーオンリセット機能削除 

  (7) 電圧監視 1／コンパレータ A1 機能、電圧監視 2／コンパレータ A2 機能削除 

  (8) 電源電流を低減させるための注意事項 

 

 1-2．対象ドキュメント 

・R8C/L35A グループ, R8C/L36A グループ, R8C/L38A グループ, R8C/L3AA グループ, R8C/L35B グループ, R8C/L36B グルー

プ, R8C/L38B グループ, R8C/L3AB グループ データシート Rev.0.30 (RJJ03B0253-0030)、およびハードウェアマニュア

ル Rev.0.30 (RJJ09B0461-0030) 

 

2．仕様変更内容 

 2-1．高速オンチップオシレータ機能の削除 

  高速オンチップオシレータ機能を削除します。 

  CPU クロックおよび周辺機能のクロックに高速オンチップオシレータクロックを選択しないでください。 

  1-2 項に示す対象ドキュメントにおいて、本テクニカルアップデート以外の高速オンチップオシレータに関する記載も無効 

になります。 

 

 2-1-1．クロック発生回路に関するレジスタの設定について 

  2-1-1-1．高速オンチップオシレータ制御レジスタ 0(FRA0) 

  (1) FRA00 ビットを“1”(高速オンチップオシレータ発振)に設定しないでください［図 2-1 参照］。 

  (2) FRA01 ビットを“1”(fOCO クロックに高速オンチップオシレータを選択)に設定しないでください［図 2-1 参照］。 

    fOCO クロックはタイマ RA で使用します。 

  (3) FRA03 ビットを“1”(fOCO128 クロックに fOCO-F の 128 分周を選択)に設定しないでください［図 2-1 参照］。 

    fOCO128 クロックはタイマ RC、RD で使用します。 

 

  2-1-1-2．システムクロック制御レジスタ 3(CM3) 

  (1) CM37,CM36 ビットを“10b”(ウェイトモード、ストップモードから復帰時の CPU クロックに高速オンチップオシレ 

   ータクロックを選択)に設定しないでください［図 2-2 参照］。 

 

  2-1-1-3．高速オンチップオシレータ制御レジスタ 1～7(FRA1～7) 

  (1) 高速オンチップオシレータの分周比選択に関するレジスタ(FRA2)および周波数調整に関するレジスタ(FRA1,FRA3 

   ～FRA7)は、設定しないでください。 
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図 2-1．高速オンチップオシレータ制御レジスタ 0(FRA0)の設定 

設定しないでください。 

設定しないでください。 

設定しないでください。 

 2-1-2．タイマ RA に関するレジスタの設定について 

 

  2-1-2-1．高速オンチップオシレータ制御レジスタ 0(FRA0) 

  (1) FRA01 ビットを“1”(fOCO クロックに高速オンチップオシレータを選択)に設定しないでください［図 2-1 参照］。 

    タイマ RA のカウントソースに高速オンチップオシレータクロックを選択できません。 

 

 2-1-3．タイマ RC に関するレジスタの設定について 

 

  2-1-3-1．タイマ RC 制御レジスタ 1(TRCCR1) 

  (1) TCK2～TCK0 ビットを“110b”(タイマ RC カウントソースに fOCO40M を選択)に設定しないでください［図 2-3 参照］。 

  (2) TCK2～TCK0 ビットを“111b”(タイマ RC カウントソースに fOCO-F を選択)に設定しないでください［図 2-3 参照］。 

 

  2-1-3-2．高速オンチップオシレータ制御レジスタ 0(FRA0) 

  (1) FRA03 ビットを“1”(fOCO128 クロックに fOCO-F の 128 分周を選択)に設定しないでください［図 2-1 参照］。 

    タイマ RC のインプットキャプチャ機能において、TRCGRA レジスタのインプットキャプチャトリガ入力に fOCO-F 

    の 128 分周を選択できません。 

 

 2-1-4．タイマ RD に関するレジスタの設定について 

 

  2-1-4-1．タイマ RD 制御レジスタ 0,1(TRDCR0,TRDCR1) 

  (1) TCK2～TCK0 ビットを“110b”(タイマ RD カウントソースに fOCO40M を選択)に設定しないでください［図 2-4 参照］。 

  (2) TCK2～TCK0 ビットを“111b”(タイマ RD カウントソースに fOCO-F を選択)に設定しないでください［図 2-4 参照］。 

 

  2-1-4-2．高速オンチップオシレータ制御レジスタ 0(FRA0) 

  (1) FRA03 ビットを“1”(fOCO128 クロックに fOCO-F の 128 分周を選択)に設定しないでください［図 2-1 参照］。 

    タイマ RD のインプットキャプチャ機能において、TRDGRA0 レジスタのインプットキャプチャトリガ入力に fOCO-F 

    の 128 分周を選択できません。 

 

 2-1-5．タイマ RG 制御レジスタの設定について 

 

  2-1-5-1．タイマ RG 制御レジスタ(TRGCR) 

(1) TCK2～TCK0 ビットを“110b”(タイマ RG カウントソースに fOCO40M を選択)に設定しないでください［図 2-5 参照］ 

 

 2-1-6．A/D コンバータに関するレジスタの設定について 

 

  2-1-6-1．A/D モードレジスタ(ADMOD) 

  (1) CKS2 ビットを“1”(A/D コンバータの動作クロック源に fOCO-F を選択)に設定しないでください［図 2-6 参照］。 
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図 2-3．タイマ RC 制御レジスタ 1(TRCCR1)の設定 

設定しないでください。 

図 2-2．システムクロック制御レジスタ 3(CM3)の設定 

設定しないでください。 
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図 2-4．タイマ RD 制御レジスタ 0,1(TRDCR0,TRDCR1)の設定 

設定しないでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-5．タイマ RG 制御レジスタ(TRGCR)の設定 

設定しないでください。

(2-1-5-1 項の内容) 

設定しないでください。

(2-4 項の内容) 
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図 2-7．フラッシュメモリのサスペンド機能に関する仕様変更 

×：実行できません※。

※    は、データフラッシュドライバを使用する場合も実行できません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 2-2．フラッシュメモリのサスペンド機能に関する仕様変更 

  フラッシュメモリのサスペンド機能において、自動消去中断中にプログラム動作ができません［図 2-7 参照］。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6．A/D モードレジスタ(ADMOD)の設定 

設定しないでください。 
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 2-3．フラッシュメモリのサスペンド機能の電気的特性の変更 

  イレーズ開始または再開から次のサスペンド要求までの間隔を 33ms 以上あけるようにしてください［図 2-8 参照］。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2-4．タイマ RG に関する仕様変更 

タイマ RG 制御レジスタ(TRGCR)のカウントソース選択で、TCK2～TCK0 ビットを“001b”(タイマ RG カウントソースに

f2 を選択)に設定しないでください［図 2-5 参照］ 

 

 

 2-5．LCD ポート機能に関する仕様変更 

 

  2-5-1. LCD ポート選択レジスタ 0(LSE0) 

 

    [対象グループ] R8C/L35A グループ, R8C/L36A グループ, R8C/L35B グループ, R8C/L36B グループ 

 

LSE06 ビットを“1”（LCD ポート選択に SEG6 を選択）、LSE07 ビットを“1”（LCD ポート選択に SEG7 を選択）に 

設定しないでください。 

P0_6/SEG6 端子、P0_7/SEG7 端子は、SEG6、SEG7 として選択できません。 

ポート P0_6、P0_7 機能は使用できます。 

 

  2-5-2. LCD ポート選択レジスタ 2(LSE2) 

 

    [対象グループ] R8C/L38A グループ, R8C/L38B グループ 

 

LSE16 ビットを“1”（LCD ポート選択に SEG16 を選択）に設定しないでください。 

P2_0/SEG16/KI0 端子は、SEG16 として使用できません。 

    ポート P2_0 機能及び KI0 機能は使用できます。 

 

 

 2-6．電圧監視 0リセット機能、パワーオンリセット機能削除 

電圧監視 0リセット機能、パワーオンリセット機能は使用できません。ハードウェアリセットにて対応してください。 

1-2 項に示す対象ドキュメントにおいて、電圧監視 0リセット、パワーオンリセット機能に関する記載は無効になりま

す。 

 

 

 2-7．電圧監視 1／コンパレータ A1 機能、電圧監視 2／コンパレータ A2 機能削除 

   電圧監視 1／コンパレータ A1 機能、電圧監視 2／コンパレータ A2 機能は使用できません。 

1-2 項に示す対象ドキュメントにおいて、電圧監視 1／コンパレータ A1 機能、電圧監視 2／コンパレータ A2 機能に関

する記載は無効になります。 

 

33

ms

33 

ms

図 2-8．フラッシュメモリのサスペンド機能の電気的特性 
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 2-8．電源電流を低減させるための注意事項 

    プログラムで POMCR0 レジスタ(0020h 番地)に“00h”を書いてください。 

    POMCR0 レジスタへ“00h”を書くまでは、消費電流が増える場合があります。 

       プログラム例：MOV.B #00H、0020H 

 

 

 3．その他 

P12_1 端子と P12_0 端子に関する使用上の注意事項 

P12_1 端子と P12_0 端子は、XIN、XOUT との兼用です。XIN クロックを使用する場合は、これらを I/O ポート 

    として使用できません。 

 

 

4．今後の予定 

   ドキュメントの改訂時期および高速オンチップオシレータ搭載版については、営業部門にお問い合わせください。 

 

                                                     以上 




